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IBp17 　海水淡水化 に 伴い 生成す る濃縮海水中の金属浄化
　に有用な好塩性細菌の 探索
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【目的】近代 化 と と もに 発展 して きたハ イテク産 業 の副 産物 として 環境 中

に 廃棄され た 金属類は 、現在に 至 るまで ．L壌や海洋 等の環 境中で残存 して

累積され た結果、深刻 な環境 問題 を引 き起 こ してい る。そこで 我 々 は、金
属が 溶存す る海洋に 着日し、さ らに 海水淡水化 プロ セ ス の 副産物 として生

成 す る濃縮海水中で 濃縮 された 金 属の 回収
・
浄 化に 有用な好塩性細 菌を活

用 した 環境メ タル バ イオ 技術の 開発を 目指 して い る。特に 本研究 では、高

塩環境に適応 した 好塩 件細菌 を利用 した濃縮海水 か らの 金 属回収 ・浄化技

術の 開発を目指 し、金属蓄積能に 優れた好塩性 細菌 の 探索 を行うこ とを 日

的 と した ．
【方 法 と結果】佐賀県伊万里 市の 佐賀大学海 洋エネル ギ

ー
セン タ

ー．一
に設 置

さ れた 伊万里湾海水の 取水凵 付近の底泥および取 水 した海 水を環臆試料 と

して 用 い た 。これ まで に 、比較的 マ ン ガン （Mn ）溶 r∫：量の 高か っ た伊万 里

湾の 環境試料中か らMn 回収 に有用 なMn 〔11）酸化 細菌を4侏 （NI−L，2，　S，4）

取得 した。3−6％MCI ス トレ ス 環境下で は、　 NI−1株の み が 高い Mn （II）酸化

能 を維持 して い た こ とか ら、濃縮海水中で利用・」
．
能な株 として NI−1株 を選

択 した 。現在、16S 　rRNA 遣伝
．
r．配 列に よるNI−1株 の 同定 解析を進 めて い

る c

【今後の展 開】本研究の 進展 によ り、海水淡水化 プ ロ セ ス に付随 した金属 同

収 シ ス テム が実現化されれば、持続可能な省 エ ネルギ
ー

型の 環境 メタルパ

イ オ技術の 創 出が可能 となる 点が意義深い ．
な お、本研 究 は佐 賀 大学海 洋 エ ネ ル ギ

ー
研 究 セ ン タ

ー
共 同利 用 研究

CO7004A）に よ ト，行 っ た 。
Screening　 of　meta1 ．accumulating 　 halophilic　bacteria　 to　 remeve

metals 　 from　 concentrated 　 seawater 　 produced 　 by　 desalinatioll

P「ocess

　OHidcki　NAKAYAMA1 ，Yasu堺
u．ki　IKEGAMI2

　（
1Grad ．　S〔

・h．　BloL　Sci．，　NAIST ，21nst．0 〔ean 　En（：rg ｝
・，　Saga　Univ，）

【目的】生物は環境ス トレス に 対して 分子シ ャ
ペ ロ ン の 誘導や 適合溶質の 蓄

積 とい っ た様 々 な適応機構 を備 えて い る。これ ま で に 我 々 は 、高等植物や

細菌 の 適合溶質 として 知 られ るプ ロ リン が、緑藻 （C、漉 π勲 纏 め に お い て

も、塩や浸透圧ス トレス 負荷に よ り細胞 内に 蓄積 する こ とを 見出 して お り、
本緑藻 に お けるプ ロ リン代謝調節機構の 解析な らびに それ らの 情報を 基盤

とした ス トレ ス耐性植物の 分 了育種 を進め て い る。一般に細菌に おい て は、
γ
一
glutamyT 　kinase（GK ）とγ

一
gjutam｝

，1　pho 〜plLatc　rcductasc （GPR ）に よ っ

て グル タ ミン酸 を基質とした プ ロ リン台成が 進行す るの に 対し、高等植物
に お い て は δ

L・
p｝
’rroline −5−carboxyLatc 　s）

’nthctusc （P5 〔：S｝が 両反応を 触媒

する．我 々 は本緑藻 由来の GK ホ モ n グ 〔CR ．GK ）ならび に GPR ホ モ ロ グ

（GR ・GPR ）の 全長塩基 配列 の 同定に成功し て い る。本発表 で は CR −GK と

P5CS の GK 活性 と特性につ い て比 較解析した の で 報告す る。【結果
・
考察】

ま ず、GR −GK と PsCS の 精製蛋白質 を用 い て GK 活性を比較 し た と こ ろ、
CR −GK は P5CS よ りも有意に 高い 活性 を示 した 。また 、他生物の GK や P5GS

は プ ロ リン の フ ィ
ードバ ッ ク阻害を受 ける こ とが 報 告され て い る が、CR −

GK は こ れ らの酵素 に比 べ て フ e 一ドバ ッ ク阻害 を受 けに くい こ とが 明 ら

か とな っ た。そ して、CR −GK 導人大腸菌で は細胞 内プ ロ リン 含量の 顕著な

増 大が 認め られtt，、以 上、我 厚 は CR −GK は 他 の プ ロ リ ン 合成関連酵素 とは

異 なる 特性を有する こ とを．見出 した 。現在、CR ・GK にお ける機能 ドメ イン

の探索 やCR −GPR の詳細な機能解析を進め て お り、ス トレス 耐性植物作出

を 目摺 して い る。
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【背景・
目的】我々 は優秀 な環境ス トレ ス 耐性遺伝 ∫探索 を目的 として 、植

物の 進化上の 起源で あ り，多様な環境に 適用 し生育す る微細藻類を丗 究材

料 とし、ス トレス 応答メ カニ ズム の 解析を行 っ て い る ．こ れまで に淡水 件

緑藻 Chia・m ）
’demoTtas　reinhatdtii に お い て ，外部 か ら添加 したア ブ シ ジ ン 酸

（ABA ）が高等植物と同様に ス トレス 応答 シ グナ ル 物質 と して 機能 する こ

とを明らかに した．そ こで ，本研究は 緑藻に お け る ABA 生合成代謝 の ス ト

レ ス による変動 を解析す る こ とを目的とした ．
【方法・結果】高等植物 で はABA は非メバ ロ ン 酸経路、力 ロ テ ノイ ド合成経

路 を経 由す る，そこで ，まず超臨 界流体ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

〆質量 分析法

（SFC 〆MS ）を用い て，カ ロ テ ノイ ド類 を迅速に 精密解析で きる 分析系を 構
築 した．当該手法 により各種ス トレス を負荷 した緑藻中の カ ロ テ ノ イ ド蓄
積 量 の 変 動 を 解 析 した 結 果、酸 化 ス ト レ ス に よ る 　 zcaxanthin 、
anthe ］’axanthin 蓄積量の 増加が確認された．これ らの カ ロ テ ノ イ ドの蓄積
は，C．鷹 η鮟昭融におい てABA 生合成が酸化ス トレス 特異的に 誘導さ れ る 可

能性 を示唆す る．現在，LC〜MS ／MS に よる 高感度 の ABA 分 析系 を構築し、
酸化 ス トレス を負荷 したC、reinhardtiik 田胞 内AB ご、含量測定を試み て い る ，

2BaO3 　テ トラ ヒ ドロ フ ラ ン資化性細菌 の単離 と特性化
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【目的】デトラ ヒ ドロ フ ラ ン 似 下THF ＞は 、有機合 成反応 に お け る抽 出溶蝶

や反応 溶媒な どの工 業 的用 途 に 多量 に使 用 され て い る。しか しTHF は 化 学

的に は 不 活性で あるた め、工 業用 水 や 地 下 水 な ど か ら環 鏡中 に 長 期 浅存す

る こ とが 懸念さ れ て い るゲ HIF に は 麻酔作用 が あ り、　p−450 を は じめ とす

る 多 くの 酵素活性 を阻書す る ため 、人 体 に 有害 で ある 。本 研 究で は この

THF 生分解処理 シ ス テ ム 確立の た め 、　THF 分 解微 生物 を探 索 し、その 性 質

を解析 す る こ とを 目的 とした。
【方法

・
結果】小規摸な活 性汚泥処埋 シ ス テ ム を用 い て ．活性汚泥 を馴蕎す

る こ とで 、TIIF 資化性菌の 単離を試み た．こ の シ ス テ ム で は、3回！ヨの 頻

度 で培 養液の 引き抜 きと、新 鮮な培地 の 流入 をタ イマ
ー

で 制御 され た ポン

プで 自動的に 行う。この 反復 回分培 養液 を種菌 として THF を含んだMSB 無

機培地 に 1％ 植菌 し回 分集積培養 を数 同行ったあ とに培毒液を適せ ん 希釈

し、TSB 固体培地 に塗布す る こ とで純粋分離 を行 ワ た。結果、菌の 増殖が

み られ た 培養系か ら、THF 資化性細菌 Rhodocnccets　ru，bbet．の 単離に 成功 し

た。この 菌は 5niM の THF で 菌体濃度がて）D600 ＝LO付近 ま で増加 し、　THF
の他 に ジ エ チル エ ーテル 、1，4一プタ ン ジ オ

ー
ル 、γ

一ブチ ロ ラク トン な どを

資 化 し、pH6
− 9 の 範 囲 で 増 殖す る こ とが で きる。現在、　 fi．ru．bberか ら、

THF 分解酵素の 探 索をお こな っ て い るu
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